
　救急医療は，その時代の社会構造や価値観をもっとも鋭敏に反映する領域である。近
年，働き方改革の進展，高齢化の急速な進行，疾病構造の変化などにより，医療を取り
巻く環境は大きく変貌している。こうした社会的変動は，救急医療の現場にも直接影響
を及ぼし，われわれは常にその渦中で診療を行っている。一方で，救急医療の本質は変
わらない。限られた時間と不十分な情報のなかで意思決定を行い，高い不確実性とリス
クを伴う環境下で医療を提供しなければならない，という現実である。この特徴こそ
が，救急医療における「医療安全」の重要性をいっそう際立たせている。
　振り返れば，われわれが医師となった1990年代，医療現場には体系化されたマニュ
アルやシミュレーション教育は乏しく，「先輩の経験と勘」が規範として共有されてい
た。また，「専門家は誤らない」という暗黙の前提のもと，個人の能力に依存した医療
が広く行われていた時代でもあった。しかし，2000年前後に相次いだ医療事故報道を
契機として，医療の質と安全に対する社会的関心は急速に高まり，「医療安全」は医療
提供体制の中核的概念として位置づけられるに至った。その後，制度の整備や教育体制
の構築が進められてきたものの，救急医療に特化した医療安全の体系化はいまだ十分と
はいえない。本誌「救急医学」においても「医療安全」を主題とした特集は2009年 ６
月号に一度組まれたのみであり，救急医療の視点からこのテーマを包括的に論じる機会
は限られてきた。
　そこで本特集では，あえて「救急医の，救急医による，救急医のための医療安全」と
題して企画した。一般論としての医療安全ではなく，救急医療という特殊な環境に根ざ
した課題を再定義し，現場に実装可能な知として提示することを目指すこととした。
　本特集が，日常診療のなかで生じる疑問に対し実践へとつながる契機となることを期
待したい。そして何より，医療安全を「自ら構築しつづける実践知」としてとらえなお
す一助となれば幸いである。
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